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女性目線で地域活性化を図る
　災害で減少した観光客を取り戻そうと、女性な
らではの目線で活動を行っている「小安温泉郷き
らめき女子会」。佐藤智子会長（前列左）を中心
に、誘客に向けたチャレンジを続けています

ともこさとう
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　災害で減少した観光客を取り戻そうと、女性な
らではの目線で活動を行っている「小安温泉郷き
らめき女子会」。佐藤智子会長（前列左）を中心
に、誘客に向けたチャレンジを続けています

ともこさとう

Ｐ２　いよいよオープン！「小町の郷公園」
Ｐ４　平成27年度予算の概要
Ｐ６　犬の登録と狂犬病予防注射
Ｐ８　人間ドック・脳ドックの助成
Ｐ９　湯沢市地域産材活用木造住宅建築
　　　促進事業
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◆総事業費（見込み）

◆財源

　社会資本整備総合交付金

　その他の国からの補助金

　過疎対策事業債等

　一般財源

1,174,049 千円

397,200 千円

126,807 千円

570,100 千円

79,942 千円

　

小
野
地
区
に
は
、
小
野
小
町
が
誕
生
し
、

晩
年
を
過
ご
し
た
地
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
ま

つ
わ
る
逸
話
や
伝
説
が
古
く
か
ら
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
お
が
ち
「
小
町
の
郷
」
整
備
事
業

で
は
、
小
野
小
町
伝
承
を
貴
重
な
資
源
と
捉

え
、
小
野
小
町
の
生
誕
の
地
と
し
て
「
小
町

の
郷
・
湯
沢
市
」
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

当
地
を
訪
れ
る
観
光
客
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
加
と
、
農
産
物
や
農
産
物
加
工
品
、
地
場

産
品
の
販
売
促
進
を
目
的
に
事
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
道
の
駅
お
が

ち
周
辺
の
道
路
拡
幅
や
二
ツ
森
遺
跡
の
国
道

側
に
農
産
物
直
売
所
・
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
・
農
産
物
加
工
所
の
三
つ
の
機
能
を
持

つ
複
合
施
設
「
湯
沢
市
観
光
交
流
拠
点
施

設
」
を
整
備
（
二
十
四
年
四
月
オ
ー
プ
ン
）

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
野
地
区
に
点
在
す
る
小
町
遺
跡

を
訪
れ
た
皆
さ
ん
が
気
軽
に
散
策
で
き
る
よ

う
に
案
内
サ
イ
ン
板
の
整
備
や
、
観
光
客
に

分
か
り
や
す
く
小
町
伝
承
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
観
光
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
た
め
の
事

業
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
事
業
の
メ
イ
ン
施
設
で
あ
る

『
小
町
の
郷
公
園
』
の
整
備
は
二
十
四
年
度

か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
「
道
の

駅
お
が
ち
」
か
ら
「
小
町
堂
」
ま
で
を
結
ぶ

一
帯
に
広
大
な
公
園
を
整
備
し
、
公
園
内
に

は
平
安
朝
様
式
の
建
物
や
小
町
伝
承
に
ま
つ

わ
る
遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
施
設
を
配
置
す

る
な
ど
、
小
町
伝
承
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
公
園
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
町
の
郷
公
園
は
、
四
月
下
旬
の
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
お
が
ち
「
小
町
の
郷
」
整
備
事
業

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
「
小
野
地
区
都
市
再

生
整
備
計
画
事
業
」
と
し
て
国
か
ら
認
可
を

受
け
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
国
土

交
通
省
）
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
返
済
時

に
国
か
ら
の
資
金
手
当
て
が
あ
る
過
疎
対
策

事
業
債
な
ど
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
績
見
込
み
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
の
概
要

事
業
費

小町の郷公園

～「小町の郷・湯沢市」を
　　　　　　　　全国にアピール～

　

小
町
の
郷
公
園
は
、
面
積
が
お
よ
そ
三
万

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
小
野
小
町
が

過
ご
し
た
平
安
時
代
の
建
築
物
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
小
町
舞
台
、
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
、
屋

根
付
き
園
路
、
小
町
池
、
太
鼓
橋
や
遊
水
池

な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
複
合

遊
具
な
ど
三
基
の
遊
具
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
の
家
族
で
も
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
、
園
内
の
至
る
所
に
樹
木
、

草
花
を
植
栽
し
て
い
ま
す
の
で
、
四
季
折
々

の
景
観
も
楽
し
め
ま
す
。

・
小
町
舞
台
　

　
　

屋
外
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
音
響
機
器
も

　

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

　

ベ
ン
ト
や
市
民
の
芸
能
発
表
の
場
と
し
て

　

も
活
用
で
き
ま
す
。

・
芝
生
広
場
（
小
町
広
場
）

　
　

公
園
中
央
に
位
置
し
、
公
園
内
で
一
番

　

広
い
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
の

　

憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
や
小
町
舞
台
で

　

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
観
覧
場
所
、
さ
ま

　

ざ
ま
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
場
所
と

　

し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

・
小
野
小
町
、
深
草
少
将
の
等
身
大
の
銅
像

・
桐
木
田
の
井
戸
、
姥
子
石
、
小
町
泉

　
　

小
野
小
町
伝
承
の
遺
跡
を
イ
メ
ー
ジ
し

　

た
施
設
。

・
駐
車
場

　
　

公
園
の
南
側
（
道
の
駅
お
が
ち
側
）
の

　

第
一
駐
車
場
に
約
百
台
、
公
園
北
側
（
小

　

町
堂
側
）
の
第
二
駐
車
場
に
約
五
十
台
分

　

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

小
町
の
郷
公
園
は
「
道
の
駅
お
が
ち
」
を

運
営
し
て
い
る
株
式
会
社
小
町
の
郷
が
指
定

管
理
者
と
な
り
、
公
園
を
維
持
管
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
観
光
、
農
業
、
商
業
、
地

域
づ
く
り
な
ど
の
団
体
で
構
成
し
た
運
営
協

議
会
を
組
織
し
、
公
園
の
効
率
的
な
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
企
画
政
策
班
（
☎

　
73
2
1
1
3
）

小
町
の
郷
公
園
の
概
要

施
設
の
運
営

お

の
の

こ

ま
ち

ふ
か
く
さ
の
し
ょ
う
し
ょ
う

ば
っ
こ
い
し

いよいよオープン！
こ ま　ち さ　と

　平成 22 年度より整備を進めてきた【道の駅おがち『小町の郷』整備事業】は、
26 年度で事業が完了しました。
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　平成27年度の湯沢市政がスタートしました。
　一般会計予算の総額は262億2,120万円で、昨年度当初予算を比べると10.1％の減、金額にすると29億3,160万円
の減額になりました。
　特別会計予算の総額は、昨年度当初と比べ8.9％増の170億6,393万円、企業会計（水道）は9.5％減の13億7,550
万円となっています。
　今号では、一般会計予算、特別会計予算、企業会計予算のほか、今年度の主な事業について紹介します。

一般
会計

歳入歳入 合計262億2,120万円

合計262億2,120万円

合計262億2,120万円

歳出歳出 合計262億2,120万円合計262億2,120万円

特別
会計

企業
会計

〇あきた未来づくりプロジェクト事業　1億7,554万円
　湯沢城址整備事業、前森公園整備事業、湯沢市大堰
　景観整備事業、埋蔵文化財展示施設整備事業、ジオ
　パーク関連事業

〇地域おこし協力隊事業　2,861万円
　地域おこし協力隊活動費（小町隊、ジオパーク、農業）

〇臨時福祉給付金事業　1億751万円
　
〇生活困窮者自立支援事業　3,987万円
　生活困窮者自立支援事業（自立相談、就労準備、学
　習支援）ほか

〇障害者自立支援給付費　11億7,974万円
　生活介護給付費、就労継続支援給付費、自立訓練給
　付費など

〇福祉医療給付費　3億6,456万円

〇子育て世帯臨時特例給付金支給事業　2,186万円

〇児童手当給付費　6億1,340万円

〇子ども・子育て支援事業　　13億8,419万円
　施設型給付費負担金、延長保育促進事業補助金、
　一時的保育事業補助金、認定こども園民営化促進補
　助金ほか

〇生活保護一般扶助費　10億7,192万円

〇中山間地域等直接支払事業　1億9,717万円

〇金融対策事業　5億4,150万円
　融資保証料補給費負担金、中小企業等振興資金利子
　補給補助金、中小企業貸付預託金

〇小町の郷公園管理運営費　1,456万円

〇社会資本整備総合交付金事業（道路整備）　3億510万円

〇湯沢駅周辺地区環境整備事業　1億5,546万円

〇雄勝地域統合小学校整備事業　2億882万円

〇統合学校給食センター整備事業　6億1,327万円

平成 27 年度主な事業（一般会計）について紹介します平成 27 年度主な事業（一般会計）について紹介します

平成27年度の湯沢市政がスタ トしました

平成27年度
市の予算の概要をお知らせします

　　 　　

合　　　計

会　計　名 増　　減本年度当初予算額 前年度当初予算額 増減率

会 計 名

水　　　　　　　　道

本年度当初予算額

13億7,550万円

前年度当初予算額

15億1,975万円

増減率

△9.5%

増　　減

△1億4,425万円

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス

養護老人ホーム愛宕荘

皆 瀬 更 生 園

湯 沢 財 産 区

院 内 財 産 区

秋 ノ 宮 財 産 区

墓 地 公 園

簡 易 水 道

下 水 道

72億7,085万円

4億7,830万円

55億1,502万円

2億9,863万円

2億3,371万円

3億  780万円

1,680万円

2,909万円

3,314万円

1,562万円

6億3,279万円

22億3,218万円

170億6,393万円

63億4,221万円

4億9,860万円

50億6,548万円

3億  938万円

2億2,687万円

3億  565万円

1,559万円

3,075万円

3,211万円

2,713万円

7億6,906万円

20億4,510万円

156億6,793万円

9億2,864万円

△2,030万円

4億4,954万円

△1,075万円

684万円

215万円

121万円

△166万円

103万円

△1,151万円

△1億3,627万円

1億8,708万円

13億9,600万円

14.6％

△4.1％

8.9％

△3.5％

3.0％

0.7％

7.8％

△5.4％

3.2％

△42.4％

△17.7％

9.1％

8.9％

市税
38億5,635万円
（14.7%）

地方交付税
111億2,900万円
（42.4%）

市債
23億7,700万円
（9.1%）

国庫支出金
30億2,319万円
（11.5%）

県支出金
21億2,453万円
（8.1%）

諸収入
7億9,743万円（3.0%）

繰入金
10億5,249万円（4.0%）
繰越金
3億円（1.2%）

使用料および手数料
2億5,717万円（1.0%）
分担金および負担金
1億9,468万円
（0.7%）

地方消費税交付金
6億9,400万円（2.7%）

地方譲与税
2億5,200万円（1.0%）

自動車取得税交付金3,100万円（0.1%）
利子割交付金・配当割交付金・株式等譲
渡所得割交付金・地方特例交付金・交通
安全対策特別交付金2,550万円（0.1%）

財産収入・寄附金
1億686万円（0.4%）

民生費
82億287万円
（31.3％）

総務費
35億3,292万円
（13.4%）

衛生費
30億672万円
（11.5%）

教育費
27億2,700万円
（10.4%）

土木費
17億3,682万円
（6.6%）

農林水産業費
10億25万円（3.8%）

商工費
9億3,391万円（3.6%）

議会費
2億2,672万円（0.9%） 労働費

8,097万円（0.3%）

消防費
11億3,322万円
（4.3%）

災害復旧費・諸支出金・予備費
2,571万円（0.1％）

公債費
36億1,409万円
（13.8%）

自主財源
25.0%

依存財源
75.0%



時　　間場　　　　所月日(曜日)時　　間場　　　　所月日(曜日)

7
2015.04.01 2015.04.01

6

①
新
規
登
録
（
鑑
札
の
交
付
含
む
）
に
は
三
千

　
円
、
鑑
札
の
再
交
付
に
は
千
六
百
円
の
手
数

　
料
が
掛
か
り
ま
す
。

②
生
後
九
十
日
を
過
ぎ
た
犬
は
、
必
ず
登
録
を

　
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
登
録
を

　
す
れ
ば
生
涯
有
効
で
す
が
、
引
っ
越
し
を
し

　
た
と
き
に
は
住
所
変
更
が
、
死
亡
し
た
と
き

　
に
は
死
亡
届
が
必
要
で
す
。

　
下
記
の
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

表
の
集
合
注
射
の
場
合
は
、
接
種
料
金
が
三
千

二
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
。（
お
つ
り
の
無
い

よ
う
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

　
集
合
注
射
の
際
に
自
宅
に
寄
っ
て
も
ら
う
な

ど
の
出
張
注
射
ま
た
は
市
内
の
動
物
病
院
で
の

個
別
注
射
、
市
内
の
動
物
病
院
や
獣
医
師
に
よ

る
出
張
個
別
注
射
は
別
途
料
金
が
掛
か
り
ま
す

の
で
、
直
接
病
院
や
獣
医
師
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
湯
沢
市
以
外
で
予
防
接
種
を
し
た
場

合
の
注
射
済
票
の
交
付
は
五
百
五
十
円
、
注
射

済
票
の
再
交
付
は
三
百
四
十
円
の
手
数
料
が
掛

か
り
ま
す
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犬
の
登
録

平成27年度犬の登録・狂犬病予防注射日程表

犬の登録
狂犬病
予防注射

○問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55‒8069）へ

湯沢生涯学習センター前
倉内熊野神社前
幡野地区センター前
下八幡会館前
下二井田会館前
弁天地区センター前
ＪＡこまち湯沢北支店前
ふれあいセンター前
成沢会館前
光陽台ちびっこ広場
杉沢会館前
杉沢新所会館前
湯沢生涯学習センター前
深堀会館前
外堀会館前
切畑会館前
石塚バス停前
山田地区センター前
松ノ木会館前
六日町会館前
上ノ宿会館前
三関地区センター前
関口会館前
寺沢配水場前
下関会館前
上関会館前
酒蒔会館前
須川地区センター前
久根合 佐藤永吉さん宅前
宇留院内会館前
旧高松地区センター前
坊ケ沢会館前
三途川会館前
上新田 高橋敏明さん宅前
泥湯奥山旅館前
吹張十王堂前
愛宕町五丁目会館前
湯沢保健所前
清水町旧よねや駐車場横
湯沢文化会館駐車場
大島丸八電装横
湯沢生涯学習センター前
旧酒造会館前
前森公園駐車場
湯ノ原温泉前
下山谷 大友純一さん宅前
岩ノ沢入口広場

4月15日㈬

4月16日㈭

4月17日㈮

4月18日㈯

4月22日㈬

4月23日㈭

6:40～7:00
8:00～8:05
8:10～8:25
8:30～8:35
8:40～8:45
8:50～9:00
9:05～9:15
9:25～9:40
9:45～9:50
9:55～10:00
10:05～10:20
10:25～10:30
18:20～18:40
9:00～9:10
9:20～9:30
9:35～9:45
9:50～9:55
10:05～10:15
10:20～10:30
10:35～10:45
10:50～11:00
11:05～11:10
11:15～11:25
11:30～11:35
9:00～9:05
9:15～9:25
9:35～9:40
9:50～10:05
10:15～10:25
10:35～10:40
10:45～10:50
10:55～11:00
11:05～11:10
11:20～11:25
11:40～11:45
9:30～9:40
9:50～10:05
10:15～10:35
10:40～11:00
11:05～11:15
11:20～11:30
13:15～13:30
13:35～13:45
13:50～14:00
14:05～14:15
14:20～14:30
14:35～14:40

4月21日㈫

5月7日㈭

5月8日㈮

5月10日㈰

時　　間場　　　　所月日(曜日)
6:40～7:00
8:00～8:05
8:10～8:15
8:20～8:30
8:40～8:45
8:50～8:55
9:00～9:05
9:10～9:15
9:20～9:30
9:35～9:40
9:50～9:55
10:00～10:05
10:10～10:15
10:20～10:25
10:30～10:35
10:40～10:45
18:20～18:40
9:00～9:05
9:10～9:20
9:25～9:30
9:35～9:50
9:55～10:00
10:05～10:10
10:15～10:20
10:25～10:30
10:35～10:40
10:45～10:50
11:00～11:05
11:10～11:15
11:25～11:30
11:35～11:40
9:00～9:20
9:50～10:10
10:30～10:50
11:10～11:50

狂
犬
病
予
防
注
射

湯沢市役所雄勝庁舎前
三ツ村会館前
平城会館前
御返事会館前
小町の里前
赤塚十字路
寺沢 佐藤勝蔵さん宅前
下入会会館前
いちご組合前
フレッシュマートすが横
おなじみ荘前
岳ノ下橋
川井公園前
役内会館前
川連 斧谷勇一さん宅前
薄久内会館前
湯沢市役所雄勝庁舎前
京櫃入口
下小野会館前
中小野会館前
横堀駅前駐輪場
湯沢市役所雄勝庁舎前
新馬場会館前
下院内児童館前
御屋敷 江畑冨士也さん宅前
ほっと館入口
松根入口
松根児童館前
荒町入口
大仙児童館前
八丁会館前
湯沢市役所雄勝庁舎前
　　〃　　皆瀬庁舎前
　　〃　　稲川庁舎前
湯沢生涯学習センター前

湯沢市役所皆瀬庁舎前
落合公民館前
沖ノ沢 生木さん宅前
長石田ひまわり館前
上生内公民館前
上生内 高橋ナツエさん宅付近
下生内 高橋栄さん宅前
中ノ台公民館前
羽場公民館前
小安 阿部克則さん宅前
小安 育苗施設前
湯元新処ごみ集積所前
滝ノ原 高橋照義さん宅前
湯元公民館前
皿小屋神社入口Ｔ字路
貝沼公民館前
若畑バス停前
板戸公民館前
藤倉公民館前
仏師ケ沢掲示板前十字路
皆瀬中学校体育館横
小沢多目的集会施設前
早坂バス停前
稲川勤労青少年ホーム前
中新町公民館前
Ｙショップあべ裏
堀構造改善センター前
三梨老人憩いの家前
御嶽堂会館前
下宿かくえん前
稲川克雪センター前
上久保会館前
湯沢市役所稲川庁舎
川連集会所前
川連児童館跡前
稲川健康管理センター前
大舘公会堂前
駒形老人憩いの家前
ＪＡ駒形支店前
三又ポンプ小屋前
東福寺多目的研修施設前
大倉集落センター前
高村多目的研修集会所前
湯沢市役所稲川庁舎前

9:30～9:35
9:45～9:50
9:55～10:00
10:15～10:20
10:35～10:40
10:45～10:50
11:00～11:05
11:10～11:15
11:25～11:30
13:15～13:20
13:25～13:30
13:35～13:40
13:45～13:50
13:55～14:00
14:10～14:15
14:20～14:25
14:30～14:35
14:40～14:45
10:00～10:05
10:10～10:15
10:25～10:30
10:35～10:40
10:45～10:50
11:00～11:05
11:10～11:15
13:15～13:30
13:40～13:45
13:50～13:55
14:00～14:05
14:10～14:15
14:25～14:30
14:35～14:40
6:40～7:00
8:00～8:05
8:15～8:20
8:25～8:35
8:45～8:55
9:00～9:10
9:15～9:20
9:25～9:30
9:35～9:45
9:50～9:55
10:00～10:05
18:20～18:40

早朝・夕方接種の実施
　湯沢、稲川、雄勝地域で午前6時
40分から7時まで、午後6時20分か
ら6時40分まで早朝・夕方接種を実
施します。

苦情が寄せられています
　犬を散歩させるときには、常にビ
ニール袋などを携行し、必ずふんを
処理しましょう。
　放し飼いは禁止されています。リ
ードから放すことなく、周りの人に
危害や精神的恐怖を与えないように
努めましょう。

注射料金は　　　　　
　　１頭3，250円です



湯沢市
地域産材活用
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建築促進事業

　市では、木材産業および建築
産業の振興、地域経済の振興な
どのため、地域産材を利用し、
在来工法により住宅を新築する
場合に、経費の一部を補助します。
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湯沢市
地域産材活用
木造住宅
建築促進事業

ドック・人 間 脳 ドックの助成
　国民健康保険の加入者で、保険税を滞納していない40歳以上の人を対象に人間ドックと脳ドックの受診料の一部を
助成します。雄勝中央病院で（契約医療機関）で受診する場合は、市の窓口（市民課、各総合支所）に事前に申し込
みをすることにより、受診料から市の助成額を差し引いた額を負担することで受診できます。
　また、契約医療機関以外で受診した場合は、申請により助成します。

〇問い合わせ　市民課国保年金班（☎55-8164）

▲ ▲ ▲

雄勝中央病院で受診する場合（事前に市の窓口に申し込みください）
〇手続きに必要なもの　被保険者証、印鑑
〇受 診 日  市民課、各総合支所に申し込みの際に受診希望日または予約済みの受診日を記入してください
〇助成金額　平成27年度内に受診した人間ドック・脳ドックを各１回、受診料の 2分の 1とし、百円未満を切り捨て
　　　　　　た額を助成します

項　目

人間ドック
日帰り

人間ドック
宿　泊

脳ドック

受診料 助成金 助成割合 自己負担 備　　　考

基本型

基本型 +子宮がん、またはマンモグラフィ

基本型 +子宮がん +マンモグラフィ

基本型

基本型 +子宮がん +マンモグラフィ

人間ドックと同時受診

36,720円

39,960円

43,200円

66,960円

70,200円

43,200円

24,170円

18,300円

19,900円

21,600円

33,400円

35,100円

21,600円

12,000円

18,420円

20,060円

21,600円

33,560円

35,100円

21,600円

12,170円

1/2

雄勝中央病院以外で受診する場合

▼ ▼ ▼

（受診後に助成金の申請をしてください）
〇手続きに必要なもの　被保険者証、印鑑、人間ドック・脳ドックを受診したことが分かる領収書、受診結果（写し）、
　　　　　　　　　　　助成金の振り込み先銀行などの口座番号が確認できるもの
〇助成金額　①領収書の金額が上表の区分ごとの受診料を超えた場合は、区分ごとの助成金額
　　　　　　②領収書の金額が上表の区分ごとの受診料を超えない場合は、領収書の金額の 2分の 1とし、百円未満
　　　　　　　を切り捨てた額

▲ ▲ ▲

後期高齢者医療の被保険者は・・・・
〇助成対象者　次に該当する後期高齢者医療被保険者
　・市税および後期高齢者医療保険料、湯沢市国民健康保険税を滞納していない世帯の人
　・人間ドックなどを受けた、または27年度に特定健康診査、湯沢市後期高齢者健康診査、湯沢市国民健康保険
　　事業人間ドックなどを受けていない人
〇雄勝中央病院で受診する場合（同病院に予約をした上で）
　後期高齢者医療被保険者証、印鑑を持参の上、事前に健康対策課予防衛生班または各総合支所窓口に申し込み
　してください
〇雄勝中央病院以外で受診した場合
　後期高齢者医療被保険者証、印鑑、人間ドック・脳ドックを受診したことが分かる領収書、受診結果（写し）、
　助成金の振り込み先銀行などの口座番号が確認できるものを持参の上、健康対策課予防衛生班または各総合支
　所窓口に申し込みしてください

〇問い合わせ　健康対策課予防衛生班（☎73-2124）
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　3月17日、100歳の誕生日を迎えた藤原さん
が入所しているふれあいの里を奥山耕伸福祉
保健部長が訪問し、祝い状とお祝い金を手渡
しました。
　周囲のかたとの会話が楽しみという藤原さ
ん。施設の皆さんは、いつも笑顔の藤原さん
に癒されると言います。
　100歳を迎え、藤原さんは「ありがとうご
ざいます。長生きできたのは皆さんのおかげ
です」と感謝の言葉を述べていました。

▲祝い状を受け取り、笑顔の藤原さん

藤原　セキ
ふじわら

さん （ふれあいの里）

おめでとうございます　100歳長寿

おくやまこうしん

全国大会に出場の小学生の
　　　　皆さんを紹介します

◯第9回全国小学生アルペン
　スキー大会／ジャイアント
　スラローム（3月18日～ 20
　日、岩手県八幡平市／安比
　高原スキー場）

湯沢東小学校6年

小　場　夏　亜 さん
　　おば　　　　　　なつあ

皆瀬小学校6年

髙　橋　海　斗 さん
　たかはし　　　　　かいと

皆瀬小学校5年

佐　藤  かなで さん
　　さとう

駒形小学校4年

沓　澤　琉太朗 さん
　くつざわ　　　りゅうたろう

湯沢西小学校4年

有　原　樟　真 さん
　ありはら　　　　しょうま

湯沢西小学校6年

有　原　崚　真 さん
　ありはら　　　　りょうま

湯沢西小学校6年

遠　田　彩　夏 さん
　　えんだ　　　　　あやか

　昨年の11月に亡くなられた織田永吉さんが旭日
単光章に叙せられ、3月5日に県雄勝地域振興局
の奥山局長からご家族に勲記が伝達されました。
　平成3年4月から4期14年余りの長きにわた
り、市議会議員として、地方自治の発展に尽力。
この間、産業建設常任委員長などを務めました。
　妻の梅子さんは「皆さんの応援のおかげで議
員を長く務めさせていただくことができまし
た」と話していました。

▲勲記の伝達を受ける妻の梅子さん

故織田　永吉
お　だ

さん（享年85歳）

叙勲 旭日単光章
【地方自治功労】

えいきち

【下二井田】

おくやま

うめ こ

　元気アップ教室は、いつまでも元気に楽しく過ごす
ための体づくりを目的に行っており、平成20年度から
7年間で延べ254人が参加しています。
　対象は65歳以上の人で、転倒予防や筋力アップに効
果的で、自宅でも取り組めるような運動・口腔体操・
脳トレなどを行います。

◇参加者の声「健康だけでなく仲間づくりも」

　参加者からは「体全体が軽くなったような気がする」
「バランス運動の効果が出てきて転ばなくなった」「筋
力が付いたような気がする」「仲間ができて交流を深
めることができた」「前向きになれた」などの感想が
上げられ、心身共に教室の効果が見られました。

　市では、健康の増進や意欲の向上を図ることを目的
に、入浴料の一部を助成する「まめで長生き湯っこ券」
と、はり、きゅう、マッサージの施術を受ける際の費
用の一部を助成する「はり、きゅう、マッサージ施術券」
を発行します。
■対象者
　市内在住の65歳以上の人（平成28年3月31日までに
65歳に到達する人を含む）
■助成金額
　 ▽まめで長生き湯っこ事業
　　1回につき200円（湯っこ券12枚発行）
　 ▽はり、きゅう、マッサージ施術費助成事業
　　1回につき500円（施術券12枚発行）
■申請方法
　印鑑と本人確認ができる証明書（健康保険証・運転
免許証など）を持参し、申請場所に備え付けの申請書

に記入し提出
※代理人でも申請できますが、上記書類のほかに代理
人の印鑑が必要です。
■申請場所
　長寿福祉課または各総合支所市民サービス班
■問い合わせ
　 ▽まめで長生き湯っこ事業
　　地域包括支援センター（☎78‒2311）
　 ▽はり、きゅう、マッサージ施術費助成事業
　　長寿福祉課高齢介護班（☎73‒2123）

◎特別受付会場を設置します◎
　期　間　4月1日（水）～10日（金）／土・日曜日
　　　　　を除く午前8時30分～午後5時15分
　ところ　本庁舎2階会議室21

り、きゅう、マッサージ
施術費助成事業

○と　き　5月12日から8月4日までの毎週火曜
　　　　　日（全13回）／午前9時30分～
○ところ　湯沢勤労青少年ホーム
○内　容　筋力トレーニング、有酸素運動、口腔
　　　　　体操、脳トレ、　運動機能測定など
○講　師　三浦敬樹さん（健康運動指導士）
○対　象　市内在住の介護認定を受けていない65
　　　　　歳以上の人で、全13回に参加できる人
　　　　　（昨年度の参加者は除く）
※持病のある人は主治医の了解を得てください。
また、6カ月以内に心臓発作や脳卒中を起こした人
は参加できません。
○定　員　20人
○申し込み・問い合わせ　4月6日（月）から、健康
　　　　　対策課保健推進班（☎56ｰ8020）へ

平成27年度　　
元気アップ教室

参加者募集
いつまでも元気に楽しく過ごすための体づくりを

ま
は
めで長生き湯っこ事業

　み うらけい き



　

県
指
定
有
形
文
化
財
旧
雄
勝
郡
会
議
事

堂
を
開
館
し
、
公
開
し
ま
す
。

◯
開
館
期
間　

4
月
15
日
㈬
〜
11
月
29
日

㈰
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

北
荒
町
2
―
20

◯
入
館
料　

無
料　

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

二
月
に
配
布
さ
れ
て
い
る
平
成
二
十
七

年
度
湯
沢
市
乳
幼
児
健
康
診
査
等
日
程
表

の
下
部
、
一
覧
に
次
の
医
療
機
関
が
追
加

に
な
り
ま
し
た
。

◯
医
療
機
関
名　

鈴
木
一
郎
医
院

◯
実
施
予
防
接
種
の
種
類　

四
種
混
合
、

不
活
化
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
風
し
ん
、
日

本
脳
炎
、
水
痘

◯
住　

所　

前
森
3
―
3
―
18

◯
電
話
番
号　

☎
72
6
8
6
8

◯
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策
課
予
防
衛
生

班
（
☎
73
2
1
2
4
）
へ

　

期
間
中
、
各
地
域
の
消
防
団
と
消
防
署

で
駆
け
付
け
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
近
所
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
の
サ
イ
レ

ン
と
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◯
実
施
場
所
と
日
時　

▼
湯
沢
地
域
（
前

森
周
辺
）
＝
4
月
10
日
㈮
午
後
6
時
30

分
〜
7
時

◯
防
災
パ
レ
ー
ド
日
程　

4
月
8
日
㈬
午

前
9
時
30
分
〜
正
午
（
稲
川
地
域
）

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
班

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

　

市
で
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
融
和
や
連
携

を
図
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
な
る
公
共
的

な
自
治
会
館
の
建
築
事
業
（
新
築
、
増
改

築
、
補
修
、
土
地
の
購
入
）
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国
、

県
な
ど
の
補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
除
き

ま
す
。

　

自
治
会
館
の
建
築
計
画
が
あ
る
団
体
は
、

補
助
内
容
・
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
市
民
協
働
班（
☎
55
8
0
3
3
）へ

　

技
能
検
定
と
は
職
業
能
力
開
発
促
進
法

に
基
づ
い
て
、
労
働
者
の
有
す
る
技
能
を

一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、
こ
れ
を

公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

◯
職　

種　

建
設
関
係
、
金
属
加
工
関
係
、

　

一
般
機
械
器
具
関
係
、
電
気
・
精
密
機

械
器
具
関
係
、
衣
服
・
繊
維
製
品
関
係
、

木
材
・
木
製
品
・
紙
加
工
品
関
係
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
関
係
な
ど

◯
等　

級　

1
級
、
2
級
、
3
級
お
よ
び

単
一
等
級

◯
受　

付　

4
月
6
日
㈪
か
ら
17
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
、
秋
田

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
秋
田
市
）
ま

た
は
各
技
能
セ
ン
タ
ー
へ

◯
実
技
試
験
日　

6
月
3
日
㈬
か
ら
9
月

8
日
㈫
ま
で
の
、
秋
田
県
職
業
能
力
開

発
協
会
が
指
定
す
る
日

◯
学
科
試
験
日　

7
月
19
日
㈰
、
8
月
23

日
㈰
、
30
日
㈰
、
9
月
6
日
㈰

◯
合
格
発
表　

10
月
2
日
㈮
（
金
属
熱
処

　

理
を
除
く
3
級
合
格
者
は
8
月
28
日
㈮
）

※
詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
雇
用
労
働
政
策

課（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
2
3
0
1
）

ま
た
は
秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
3
5
1
0
）へ

旧
雄
勝
郡
会
議
事
堂
公
開

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.04.01
13

2015.04.01
12

個
別
接
種
委
託
医
療
機
関

が
追
加
に
な
り
ま
し
た

自
治
会
館
建
築
事
業
に

補
助
金
交
付

火
の
用
心

春
の
火
災
予
防
運
動

（
4
月
5
日
〜
11
日
）

技
能
検
定
（
国
家
試
験
）

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

※解体工事費、備品購入費などは対象経費に含まれま
せん。

補助限度額補助率
■対象と補助限度額など

対象経費対象事業

300万円

100万円

100万円

新　　築

土地購入

増 改 築
（補修）

50万円
以上

50万円
以上

100万円
以上

1／3

　

県
で
は
住
宅
を
建
設
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
を
す
る
人
に
対
し
て
、
次
の
事
業

に
よ
り
補
助
し
ま
す
。

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

②「
秋
田
ス
ギ
の
家
」
普
及
促
進
事
業

※
補
助
条
件
な
ど
の
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
建
築

課
（
☎
73
6
1
6
6
）
へ

　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
が
記
者
に
な
り
、

八
月
九
日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和

祈
念
式
典
や
被
爆
地
の
様
子
、
被
爆
者
な

ど
へ
の
取
材
を
通
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
の
願
い
の
継
承
を
図
り
ま
す
。

○
と　

き　

8
月
8
日
㈯
〜
11
日
㈫

○
対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生
（
4
年

生
以
上
）
と
そ
の
保
護
者

○
定　

員　

全
国
で
18
人
（
9
組
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
。

○
参
加
費
補
助　

長
崎
市
へ
の
交
通
費
、

宿
泊
代
、
滞
在
中
の
取
材
補
助
経
費

○
応
募
期
限　

5
月
13
日
㈬（
消
印
有
効
）

○
申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、性
別
、小
学
校
名
、学
年
、

電
話
番
号
、
保
護
者
名
と
性
別
を
記
入

の
上
、
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
て
、
左
記
に
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

○
問
い
合
わ
せ　

日
本
非
核
宣
言
自
治
体

協
議
会
事
務
局
（
〠
852
―
8117
長
崎
県
長

崎
市
平
野
町
7
―
8
長
崎
市
平
和
推
進

課
内
、
☎
0
9
5
―
8
4
4
―
9
9
2

 

3
、
*info@

nucfreejapan.com

、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w

　

w
.nucfreejapan.com

）
へ

　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
の
中
に
、
正
し

い
姿
勢
や
体
の
運
用
法
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
最
近
で
は
、
免
疫
力
を

高
め
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◯
講
習
期
間　

5
月
か
ら
7
月
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
／
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◯
講
習
料　

千
円

◯
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
26
日

㈰
ま
で
、
太
極
拳
ゆ
ざ
わ
奈
良
（
☎
73

4
2
8
3
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

4
月
2
日
㈭
①
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
30
分
②
午
後
6
時
30
分
〜
7

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
参
加
料　

初
回
体
験
＝
五
百
円
、
二
回

目
以
降
＝
千
円
（
回
数
券
あ
り
）

◯
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ヨ
ガ
Ｓ
ｈ

ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
吉
岡
（
☎
0
9

 

0
―
5
4
0
5
―
7
7
3
1
）
へ

○
と　

き　

4
月
15
日
㈬
午
後
5
時
15
分

〜
6
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
内　

容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

○
定　

員　

4
人

○
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
湯
沢
予
約
専
用
電
話
（
☎
0
1
8

―
8
2
4
―
0
0
5
5
）

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

　

四
月
か
ら
当
面
の
間
、
次
の
と
お
り
変

更
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
二
階
フ
ロ
ア
は
閉
鎖
し
ま
す
。

◯
開
館
日　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

◯
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◯
問
い
合
わ
せ　

柳
町
商
店
街
協
同
組
合

（
☎
72
1
1
0
0
）
へ

　

未
経
験
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

○
と　

き　

4
月
25
日
㈯
、
5
月
23
日
㈯
、

6
月
13
日
㈯
、
7
月
4
日
㈯
、
7
月
25

日
㈯
、
8
月
29
日
㈯
、
9
月
26
日
㈯
、

10
月
10
日
㈯
、
10
月
31
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
正
午
（
全
9
回
）

○
と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

○
種　

目　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

○
参
加
料　

二
千
円
（
障
害
保
険
料
な
ど

を
含
む
）

○
対　

象　

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
（
原

則
、
保
護
者
同
伴
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

4
月
17
日

㈮
ま
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
秋
田
湯
沢
支
部
小
原
（
☎
0

 

9
0
―
3
7
5
9
―
5
3
2
9
） 

へ

あ
き
た
安
全
安
心

住
ま
い
推
進
事
業

市
民
プ
ラ
ザ
開
館
日
な
ど

変
更
の
お
知
ら
せ

ヨ
ガ
教
室
の
開
催

司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
湯
沢

無
料
相
談
会

知
的
障
が
い
者
向
け

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
募
集

太
極
拳
初
心
者
講
習
会

長
崎
へ
の
平
和
の
取
材

「
親
子
記
者
」参
加
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



◯
と　

き　

6
月
12
日
㈮
か
ら
12
月
25
日

㈮
ま
で
の
平
日
／
午
前
9
時
20
分
〜
午

後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
内　

容　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科
（
若
年
者
コ
ー
ス
）

◯
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
人

◯
定　

員　

20
人

◯
募
集
期
間　

4
月
13
日
㈪
〜
5
月
11
日

㈪
◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ポ
リ
テ
ク

　

セ
ン
タ
ー
秋
田
（
☎
0
1
8
―
8
7
3

―
3
1
7
8
）
へ

【
初
級
コ
ー
ス
】

　

中
学
生
以
上
で
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の
能
力

が
あ
り
、
一
年
を
通
じ
て
十
分
な
練
習
時

間
を
確
保
で
き
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
技
術

と
知
識
の
習
得
に
意
欲
が
あ
る
人

【
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

　

秋
田
県
オ
ル
ガ
ン
奏
者
養
成
講
座
修
了

生
、
他
ホ
ー
ル
で
の
講
座
修
了
者
な
ど
の

オ
ル
ガ
ン
演
奏
を
一
定
期
間
経
験
し
た
人

◯
と
こ
ろ　

ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル
、

同
第
3
練
習
室

◯
内　

容　

講
師
に
よ
る
個
人
レ
ッ
ス
ン

（
全
6
回
）

◯
受
講
料　

五
万
円

◯
定　

員　

20
人

◯
募
集
期
限　

4
月
13
日
㈪

※
詳
細
は
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
ア
ト

リ
オ
ン
事
業
部
（
☎
0
1
8
―
8
3
6

―
7
8
0
3
）
へ

　

初
め
て
海
外
に
行
く
人
が
多
く
、
全
国

か
ら
参
加
す
る
友
達
と
の
出
会
い
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

◯
と　

き　

7
月
23
日
㈭
〜
8
月
16
日
㈰

※
事
業
に
よ
り
日
程
は
異
な
り
ま
す
。

◯
派
遣
先　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、
カ
ナ

ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

　

フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

◯
内　

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動
な
ど

◯
対　

象　

小
学
校
3
年
生
〜
高
等
学
校

3
年
生

◯
参
加
料　

二
十
五
万
円
〜
六
十
九
万
円

※
募
集
期
限
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団

　

法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
☎
0
3

―
6
4
1
7
―
9
7
2
1
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w
.kskk.

or.jp

）
へ

　

健
康
保
険
料
率
は
、医
療
費
支
出
の
増
大
、

全
国
と
の
医
療
費
格
差
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
、

五
月
納
付
分
か
ら
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
人

に
対
す
る
介
護
保
険
料
率
は
引
き
下
げ
に

な
り
ま
す
。

▼
健
康
保
険
料
率
＝
10
・
06
％

▼
介
護
保
険
料
率
＝
1
・
58
％

◯
問
い
合
わ
せ　

全
国
健
康
保
険
協
会
秋

　

田
支
部
（
☎
0
1
8
―
8
8
3
―
1
8

 

4
1
）
へ

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

５
月
納
付
分
か
ら

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

秋
田
県
オ
ル
ガ
ン
奏
者

養
成
講
座
受
講
者
募
集

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣

参
加
者
募
集

2015.04.01
15

2015.04.01
14

新入学児童・園児を
　　　　  中心とした
　　子どもの交通事故防止

新入学児童・園児を
　　　　  中心とした
　　子どもの交通事故防止

　4月に入学、入園し、慣れない通学（園）路を通
い始める子どもたちを家庭、地域が一体となり交通
事故から守りましょう。
　運転する人は、学校や幼稚園・保育園の近くや通
学（園）路を通行するときは、子どもたちに注意し、
スピードを抑えて運転しましょう。また、子どもを
車に乗せるときにも、全ての座席でシートベルトを
着用し、6歳未満の子どもにはチャイルドシート・
ジュニアシートを使用しましょう。
　保護者の皆さんは、子どものお手本となり、正し
い道路の歩き方、渡り方を教えましょう。
◯問い合わせ
　くらしの相談課生活環境班（☎55‒8069）へ

新入学（園）期の交通安全運動

●期間 4月6日㈪～12日㈰

◯報　酬　会議出席1回につき5千円
※交通費の支給はありません。
◯応募方法　「湯沢市次世代育成支援対策地
　域協議会委員応募用紙」 に必要事項を記入
　し、福祉課児童福祉班に提出してください
※応募用紙は、市本庁舎福祉課、各総合支所
市民サービス班にあります。
◯選考方法　応募書類により選考
◯応募期限　4月30日㈭
◯申し込み・問い合わせ　福祉課児童福祉班
　（☎78‒0166）へ

◯資　格　次の全てに該当する人
　①1月1日現在、市内に1年以上在住し、
　　任期中は市内に居住する予定の人
　②市の子育て支援に関心がある人で、現在
　　未就学児を養育している保護者
　③平日に開催される年2回程度の会議に出
　　席できる人
　④国、地方公共団体の議員、または常勤の
　　公務員でない人
◯募集人員　2人
◯任　期　5月1日～平成29年3月31日

　市で行う子育て支援に、広く市民の皆さんの意見を反映させるため、委員の公募を行います。

湯沢市次世代育成支援対策
地域協議会委員の
　　　　　　公募について

湯沢市次世代育成支援対策
地域協議会委員の
　　　　　　公募について

湯沢市次世代育成支援対策
地域協議会委員の
　　　　　　公募について

　乳児健康診査（4カ月・7カ月）、1歳児育
児相談会については、これまで旧休日急患診
療所を会場に行っていました。
　4月からは本庁舎2階にて行うことになり
ました。詳しくは2月に配布されている 「湯
沢市乳幼児健康診査等日程表」を確認し、受診
してください。
　なお、1歳6カ月児・3歳児健康診査につ
いては、今までどおり湯沢雄勝広域交流セン
ターにて行います。

　母子健康手帳交付と乳幼児および高齢者の
予防接種券再交付については、これまで本庁
舎健康対策課と各総合支所が窓口になってい
ました。
　4月からは各総合支所での交付サービスを、
本庁舎健康対策課のみで取り扱うことになり
ました。ご不便をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

母子健康手帳交付と乳幼児
および高齢者の予防接種券再
交付の交付場所を変更します

乳児健康診査と
育児相談会の
会場を変更します

児健康診査と

健康対策課からのお知らせ
○問い合わせ　健康対策課（☎73‒2124）へ



2015.04.01
17

2015.04.01
16

市の
少子化
対策事業

男女共同参画・少子化対策
通信 　市では独身男女の出会いや、安心して子どもを産み育てるこ

とのできる環境づくり、そして未来を担う子どもたちの健やか
な成長を図るためにさまざまな事業を実施しています。
　27年度は以下のような事業を予定しています。

　

　　結婚サポート事業

　

結婚を希望する独身男女の出会いを応援する事業を
実施します。また、あきた結婚支援センターと連携し、
結婚に向けてのサポートを行います。（企画課）

　　ブックスタート事業
　

7カ月児健診に合わせ、絵本の配布と読み聞かせを行
い、親子の触れ合いを深め、情操豊かな子どもに育つよ
うに支援します。（健康対策課）

　　家庭相談事業

　

「はあとぴあ」の第2研修ルームに「湯沢市子育て支援総合センター」が設置されます。これに伴い、「はあとぴあ」
の研修ルームが1部屋になります。より多くのかたに利用いただくため、時間割制にします。
◆研修ルームの時間割　①午後１時～3時　②午後3時～5時　③午後5時～7時　④午後7時～9時
◆申し込み　利用の1カ月前から予約を受け付けます。はあとぴあ（☎72‒5750）まで申し込みください
◆休館日　8月13日～15日、12月27日～平成28年1月5日（12月27日・28日、1月4日・5日が平日のときは開館）
◆開館時間　月曜日～金曜日／午後1時～9時（土・日曜日は午後1時から6時まで）

　はあとぴあ相談（専門の相談員が、家庭、育児、母子相談、社会参画、起業、DVなどの相談に当たります）の会場を
市役所本庁舎1階相談室に変更します。市の各担当とスムーズな連携ができますので、安心してご相談ください。
◆相談日　毎週水曜日／午後2時～4時（祝日を除く）
※事前の予約が必要です。相談日の前日まで、企画課男女共同参画・少子化対策室（☎55‒8274）へ申し込みください。

　　子育て教育等支援事業

　

市内小・中学校で、講話や体験学習を通じて、次代を
担う子どもが心身ともに健やかに育つよう「いのちの
大切さ、生きる力」を育てる取り組みを行います。
（生涯学習課）

　　子どもの歯の健康増進事業

　

5歳児から小・中学生を対象に、フッ素洗口、歯磨き
教室などを実施します。また、１歳6カ月児健診、3
歳児健診の対象者に、個別に各協力医療機関でフッ
素塗布が受けられる塗布券を交付します。（健康対策課）

　　ゆざわジオパーク親子
　　　　　　　　ふれあい学習事業　　　　　

　小学生の親子を対象に「ゆざわジオパーク」の各ジオ
サイトをまわり、市の成り立ちや自然、産業を学び、郷
土愛を育むジオツアーを実施します。（まるごと売る課）

　　結婚・出産お祝い品贈呈事業

　　少子化対策啓発活動事業

　

毎月1回「男女共同参画・少子化対策通信」を市広報
に掲載し、結婚支援情報やイベント開催情報、市の少
子化対策などについてお知らせします。（企画課）
　夫婦が子育ても仕事も楽しみながら取り組めるよう
な啓発と支援を行うため、妊娠届け出時に父子健康手
帳を交付します。（健康対策課）

　　特定不妊治療費助成事業
　

妊娠および出産の支援と、経済的・精神的負担の軽
減を図ることを目的に、県で行っている「秋田県特定
不妊治療費助成事業」の限度額を超えた自己負担分に
ついて10万円を限度に助成します。（健康対策課）

　

人生の大きなイベントである結婚、出産を地域社会
全体で祝福するため、婚姻届や出生届の際に、お祝い
品を贈呈する事業を実施します。事業の詳細について
は、4月15日号の広報ゆざわでお知らせします。
（企画課）

　　ゆざわライフイベント
　　　　　　　　　　サポート事業

　

結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援を行うた
めの仕組みの構築と、環境の整備を目指すことを目的
に、「ライフイベントサポートフェスタ事業」および
「ライフイベントサポートブック作成事業」を実施しま
す。事業の詳細については、市のホームページをご覧
ください。（企画課）
※内閣府　平成26年度地域少子化対策強化交付金事業

　市では独身男女の出会いや、安心して子どもを産み育てるこ
とのできる環境づくり、そして未来を担う子どもたちの健やか

少子化対策事業を
　　　　　　紹介します

男女共同参画センター「はあとぴあ」男女共同参画センター「はあとぴあ」

子育て支援総合センター子育て支援総合センター

　

市内3カ所にある子育て支援センターの統括的な役割と湯沢地域の子育て
支援センターを合わせた「湯沢市子育て支援総合センター」が、「はあとぴあ」
建物内に設置されます。
　子育て支援総合センターでは次の業務を行います。気軽においでください。
・子育て親子の交流の場を提供し、交流の促進を図ります
・子育てに関する相談、援助を行います
・子育て関連の情報を集約し、提供します
・障がいをもつ子どもの相談、支援を行います
・ファミリーサポート事業（育児の相互援助活動）を支援します
〇休館日　日曜日、祝日、12月29日～平成28年1月3日
〇開館時間　午前8時30分～午後5時
〇問い合わせ　湯沢市子育て支援総合センター（☎72‒3501）

母と子のほっと・ステーション母と子のほっと・ステーション
　赤ちゃんのこと（よく泣く、体重の増加、湿疹・オムツかぶれ、予防接種のことなど）や、お母さんのこと（安全な
出産方法、母乳で育てたい、おっぱいが痛い・苦しい、お風呂の入れ方を教えてほしいなど）で妊娠・出産・子育てに
関する不安を解消するため、県南助産師会の助産師が相談を受けます。夫婦や家族での相談もお待ちしています。気軽
にご相談ください。
・電話相談（☎080‒3336‒0468）　 毎週火・金曜日／午後1時～4時
・来所相談（会場：はあとぴあ）　毎週火・金曜日／午後1時～4時
※相談料は無料ですが、乳房マッサージなど、指導内容によっては有料となる場合があります。また、4月から曜日が
変更になりますのでご注意ください。

　家庭相談員を増員配置し、療育や虐待などの要支援、
要保護児童の相談と支援に取り組むとともに、保育所
や幼稚園の巡回相談を実施するなど、要保護児童の支
援の強化を図ります。（福祉課）



集まれ集ま集 未来のアスリートたち未来来のアのアアスリートたトたちたち

第2回秋田25市町村対抗駅伝
              ふるさとあきたラン!

　ふるさとあきたラン!は市町村を代表
する選手が全9区間タスキをつなぐ秋田県
の一大イベントです。市では、今後行わ
れる郡市および全県規模以上の各種陸上
競技大会などの成績を参考に、代表選手
を選考する予定です。
第1区小学生女子1.6㎞　第6区一 般 壮 年3.3㎞
第2区小学生男子1.6㎞　第7区一 般 男 子5.2㎞
第3区中学生女子2.5㎞　第8区高校生男子4.5㎞
第4区中学生男子3.3㎞　第9区高校生女子3.3㎞
第5区一 般 女 子3.2㎞　　　　　　　計28.5㎞

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

106

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報
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　スポーツ少年団には、『子どもたちがス
ポーツを通じて健やかな “こころ” と “か
らだ” の成長を育むとともに、生涯を通じ
てスポーツを楽しみ、豊かな生活が送れ
るようになるための基礎づくり』 と考え
る基本理念があります。現在、市には39
のスポーツ少年団があり、地域の皆さん
の協力を得ながら、学校、保護者、指導
者との連携により、充実したスポ少活動
を展開しています。また、それぞれの団
では資格を持った指導者の下で、多様な
年齢間での交流を図りながら、楽しいス
ポーツ活動を行っています。
○申し込み方法　団員募集チラシを4月上
旬に学校を通じて配布しますので、各団
の問い合わせ先へ申し込んでください
○申込期限日　団によって異なりますの
で、事前に希望団にご確認ください
○問い合わせ 湯沢市スポーツ少年団本部
事務局（総合体育館内☎72‒6500）へ

今年、湯沢市が対戦する相手は

5月27日㈬ 住民参加型のスポーは年齢を問わず誰もが参加できる住
ツイベント 「チャレンジデー」 が開催されます。
　この日は、市内であればどこにいても、15分以上継続して何らか以

加することができまの運動やスポーツをすればチャレンジデーに参加
ので、市内でチャレす。一人一人の参加が勝負を大きく左右しますの

ンジデーに参加して元気に体を動かしま
しょう。5月1日号のユースポや、広報折
り込みチラシなどで、当日のイベントや
参加報告の方法についてお知らせします。
○問い合わせ チャレンジデー実行委員会
事務局（生涯学習課スポーツ振興班内）

湯沢市チャレンジデ 015ー20

9月13日㈰ 横手市で開催決定!

平成平成2727年度湯沢市スポーツ少年団年度湯沢市スポ ツ少年団
　　　　　　　　　 団員募集開始

みんなで目指せ金メダルみんみんんなでなでで目目指せ指せせ金メ金メダメダルダル

鹿児島県南さつま市（実施回数2 目：人口回目 ３６，６７８人）

ス ーツの
力でで

ポスポポポポー
力での ででツの

スポー
ツ

対戦相手
決定‼

※内容や開催日は変更になる場合があります。

　各事業の詳細や募集は、広報ゆざわや市ホームページに随時掲載しま
す。その他の大会などのイベントは市民カレンダーへ掲載します。

スポーツイベント年間予定

20代・30代・40歳以上の各年齢層の構
成でチームを組み、ソフトバレーボールを
使用して競技します

約20競技が開催予定です
※競技によって開催日や参加対象が異なり
ます。

半年間のプログラムの下、有酸素運動や体
力測定などを行い、健康づくりと生きがい
づくりを目指します

生涯スポーツ教室

生きがい健康教室

市 民 総 体

一 般7月～9月

7月～8月

6月14日㈰

8月7日㈮

一 般

一 般

一 般

2・3歳児

対  象開 催 日内 　 容イベント名

8人制
バレーボール大会

アクアフィットネス
教室

カンガルー
スクール

親子体操などを通じて、子どもの心身の発
達や親同士の交流を促進します

誰でも簡単に楽しめるレクリエーションス
ポーツを行います

水中でエアロビクスを行い、ストレス発散・
脂肪燃焼を目指します

体への負荷が少ない水中ウォーキングで健
康の維持・増進を目指します

絵どうろう飾りの中を駆け抜ける市民マラソ
ン大会です

水中ウォーキング
教室

湯沢七夕健康
マラソン大会

小学校4年生
～一般

20歳以上
女性

6月～
12月

小学生～
一般

7月～
28年3月

5月～
28年3月

5月～
28年2月

○と ）

ニュースポ ツ ギ グ ウェイトトレーニ グ
グ ゴルフ

◆体
○と
　　　　　　②
　　　　　　
　　　　　　 （小・中学生、

○使
○問い合わせ

どなたでも自由に活動できますなたでも自由に活動できますなたでたでもでも自 す!!

○○と　　き○と　 時～正午（祝日の場合は次の日）時 ）
○活動種活動種目○活○活 バドミントン、バスケットボール、バレーボール、卓球、バドミントン、バスケットボール、バレーボール、、バドミントン、バスケットボール、バレーボール、ル、

ュースポーツ、ジョギ グ、ウェイトトレーニング、ニュースポーツ、ジョギング、ウェイトトレーニング、スポーツ、ジョ ング、ウェイトトレーニング、グ、
グラウンドゴルフ（多目的広場）グラウンドゴルフ（多目的広場）グラウンドゴルフ（多目的広広場）場）

◆体育センタ◆体育センター◆ セン◆◆体
○○と　　き○と　
　　　　　　②　　　　　　②
　　　　　
　　　　　 （小・中学生、（小・中学生、小・ 学生、生、

○○○○使 用使 用使
○問い合わせ○問い合わせ問い合わせ○○問

日頃の悩みや疑問を図書館の本で解決してみませんか？
本や資料を借りる時は、「貸出券」が必要です。
赤ちゃんから貸出券を作れますので図書館の本を活用し
てみましょう。
≪利用者登録に必要なもの≫
•貸出券申込書（図書館に備えてあります）
•本人確認できるもの（運転免許証や健康保険証など）
※市内図書施設4館で作った貸出券は、共通に使えます。

湯

雄
湯

雄

書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

折り紙えほん
大きな写真と絵でみる地下のひみつ １
ももんがもんじろう
アレハンドロの大旅行

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

高野　紀子

こどもクラブ編

村上 　康成

きたむらえり

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝ 図書館（湯沢図 ☎733040）、
＝ 図書館（雄勝図 ☎525387）、

湯

湯
雄

稲

皆
皆

なぜ、この人と話をすると楽になるのか漂流郵便局

　ニッポン放送の大人気アナの著
者が、20年かけて編み出した実践
的な会話の技術を惜しみなく披露
した本です。クラスで打ち解けて
いない人、職場の人間関係や営業
で悩んでいる人、話すことが苦手
な全ての人を救済する、コミュニ
ケーションの極意がこの一冊に。

川合　美絵

星野奈々子

井上　荒野

小山　　進

湯

稲
雄

皆

新新着着図書書案案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

月月44444444 トトイイ・・・・・・ トトンンンイベイベイベベの特集・イ・イ月月 ベンベンベンン月月 トトベ トト月 ・イベイベンベント
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　初めて夫に書いた手紙は愚痴で
した。私が定年退職したら二人で
旅行をしようと言ってくれたのに
…。漂流郵便局とは故人・過去や
未来の自分・愛するペット、何宛
でも預かる唯一の郵便局です。会
いたいけど会えない人へ、直接言
えないごめんなさいの気持ちを、
今日も漂流郵便局は届け先の分か
らない手紙を預かります。

久保田　沙耶／著
小学館

美しい爪健康な爪基礎知識

おにぎらずとおにぎりの本

悪い恋人

「心配性」だから世界一になれた

現在使用可能な、各館で発行している貸出券です

湯 雄

稲
と　き：4月18日㈯ 午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど 

と　き：4月4日㈯ 午前10時
ところ：雄勝図書館 児童コーナー   と　き： 日㈯ 午前10時30分

ところ：湯沢図書館 児童室

絵本を載せて おはなし隊」のキャラバンカーが
やって来ます。お話し会もありますよ。  
と　き：5月6日㈬ 午後2時30分  
ところ：湯沢市役所本庁舎駐車場・市民ホール  

☆おはなしボランティア「おはなしはあと」では随時会員を   
　募集しています。おはなし会の見学も可能です。   

　　　　後半 」

般

会

本とあそぼう全国訪問おはなし隊

児　童　前半児 童 前半児　
　　　　後半　　　　後半後半 」」

一　般般一

みんなの森 おはなし会みんなの森 おはなし会みん なしし会

本とあそぼう全国訪問おはなし隊本とあそぼう全国訪問おはなし隊本とあそぼう全国訪問おはな本 隊

一　一 般一　般般一 ～

おはなしの会おはなしの会お ひまわりひまわりまわり」」」



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

3. 2

3. 4

3. 5

3. 6

3. 9

3.10

3.11

3.13

3.13

3.13

3.13

3.13

3.14

58

69

84

94

77

94

68

71

86

87

78

89

96

西新町第１の２

金　池　町

新　　　町

森　　　合

千 石 町 北

元　清　水

中屋敷（山田）

清水町第６

愛宕町第１

サン・グリーンゆざわ

愛　宕　荘

愛　宕　荘

切　畑　上

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

新　　　城

下　　　宿

大　　　沢

中　野　１

両　　　替

大　　　沢

飯　　　田

89

82

93

90

74

80

51

3. 4

3. 5

3. 5

3.10

3.13

3.13

3.14

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

野　　　中

上　旭　町

川　　　井

川　　　原

荒　　　町

上　旭　町

91

80

84

65

86

94

3. 2

3. 6

3. 7

3. 8

3. 8

3.11
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忠　子

浩　美

栄美子

勝　美

力

千　春

惠之助

イ　ネ

一

本　人

本　人

本　人

久　雄

山 口 美津雄さん

阿 部　勝 治さん

髙 橋 キミヨさん

藤 田 美代治さん

後 藤　勝 安さん

山 内　貞 三さん

黒 澤　操 子さん

高 橋　義 克さん

鈴 木 長太郎さん

髙 𣘺　ト ミさん

佐々木 玲 子さん

小 嶋　イ トさん

髙 橋　ス ヱさん

藤 谷　三 郎さん

小野寺 ミ サさん

加 藤　サ タさん

佐 藤 雄之助さん

阿 部　春 三さん

佐 藤　美 保さん

小 沼　喜 英さん

3月15日届け出分まで

恭　子

弘　子

早　苗

秀　子

博　之

敬　義

良　子

本　人

本　人

榮　一

宮　子

篠原友子

勝　雄

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

かんたろう　

せいか

はると

たいせい

えいと

安 倍 莞太郎くん

赤 川 ほのかちゃん

髙 木　星 歌ちゃん

川 畑　春 翔くん

古 関　泰 成くん

伊 藤　瑛 翔くん

2.24

2.27

3. 3

3. 4

3. 4

3. 5

桜　通　り

西新町第１の１

中 野 町 １

千 石 町 中

若　葉　町

杉沢新所上

幸治さん・直美さん

俊さん・佳恵さん

義昌さん・江梨子さん

勇太さん・弥奈美さん

直樹さん・夕子さん

隆人さん・真奈美さん

3月15日届け出分まで

　　　サツヱさん

半 田　桂 子さん

沼 倉　ク ニさん

菊 地　　 久さん

石 川　義 悦さん

齊 藤　ミ キさん
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日
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火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後５時

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／はじめましての会
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）
○戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕午前９時～午後５時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時 ○湯沢図書館休館日
○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　芳賀歯科医院（湯沢／☎738148／
　午前９時～正午）
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）
●郡市中学校春季バレーボール大会〔～26日、総合体育館〕
●郡市中学校春季軟式野球大会〔～26日、稲川野球場・雄勝野球場、順延28日まで〕
●郡市中学校春季バスケットボール大会〔～26日、羽後町総合体育館〕
●郡市中学校春季卓球大会〔～26日、東成瀬中学校体育館〕
●郡市中学校春季柔道大会〔湯沢北中学校武道場〕

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会
●「スポーツを楽しむ日」〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○雄勝図書館休館日
○湯沢図書館休館日

●一般開放〔体育センター〕午後６時～１０時（高校生を除く一般）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ1才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／はじめましての会

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

月月4

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

種類実施時間実 施 場 所日にち

23日㈭ 全血

4月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

10日㈮
１０：００～１０：３０
１１：３０～１３：００
１５：００～１６：００

雄 勝 総 合 機 械 ㈱

ＪＡこまち雄勝支店

㈱ 　 高 　 嶋 　 組

　９：５０～１０：５０
１２：３０～１３：００
１４：００～１６：００

全血

柴 田 工 事 調 査 ㈱

ナガタエンジニアリング㈱

湯沢ロイヤルホテル

○と　き　4月19日（日）雨天中止  午前６時から１時間の予定
○集　合　湯沢生涯学習センター横の広場
○持ち物　清掃用具　○主催　中央公園愛護会（☎734023）

中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー中央公園市民清掃デー



　

小
安
峡
温
泉
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
し
よ
う
と

活
動
し
て
い
る
「
小
安
峡
温
泉
き
ら
め
き
女
子
会
」。

旅
館
の
女
将
や
地
域
で
商
店
を
営
む
女
性
九
人
が
、

平
成
二
十
四
年
度
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

結
成
の
き
っ
か
け
は
、二
十
年
に
発
生
し
た
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
と
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
で
観

光
客
が
激
減
し
た
こ
と
で
し
た
。
何
と
か
し
て
お
客

さ
ん
に
来
て
も
ら
い
た
い
、
女
性
な
ら
で
は
の
目
線

で
地
域
の
た
め
に
協
力
で
き
な
い
か
と
の
思
い
で
、

市
の
補
助
金
を
受
け
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
す
ぐ
近
く
に
は
世
界
遺
産
の
平
泉
や
栗
駒
山
が

あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
小
安
峡
を

知
ら
な
い
た
め
に
そ
こ
で
帰
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、ま
ず
は
小
安
峡
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
、Ｐ
Ｒ
活
動
か
ら
始
め
ま

し
た
」
と
話
す
会
長
の
佐
藤
智
子
さ
ん
。
一
年
目
は
、

手
づ
く
り
の
チ
ラ
シ
と
お
揃
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
そ

し
て
大
噴
湯
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
製
作
し
、
県
内
外
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
。
二
年
目
は
、
地
元
の
酒
蔵
と
連

携
し
て
女
子
会
お
す
す
め
の
地
酒
セ
ッ
ト
を
作
っ
た

ほ
か
、
宿
泊
客
や
日
帰
り
客
を
対
象
に
し
た
そ
ば
打

ち
体
験
な
ど
、
地
域
の
案
内
人
や
飲
食
店
と
連
携
し

た
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
岩
手
県
一
関
市
や
平
泉
町
を
視
察
し
、

同
地
域
の
グ
ル
メ
や
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
取
り
入

れ
た
、
小
安
峡
ま
で
の
ル
ー
ト
案
内
マ
ッ
プ
を
作
成
。

ま
た
、
カ
ナ
ダ
出
身
で
市
内
在
住
の
小
場
デ
ボ
ラ
さ

ん
を
講
師
に
外
国
人
観
光
客
を
想
定
し
た
英
会
話
講

座
を
開
催
。
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
館
を
会
場
に
、
デ
ボ
ラ

さ
ん
を
観
光
客
役
と
し
て
英
語
で
接
客
を
行
う
な
ど

実
践
的
な
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
か
ら
英
会
話
を
勉
強
す
る
の
は
本
当
に
大
変

で
す
が
、
国
際
的
な
観
光
地
の
平
泉
、
そ
し
て
ゆ
ざ

わ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
的
に
訪
れ
る
外
国
の
お
客
さ
ま

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
対
応
で
き

な
い
で
は
失
礼
で
す
か
ら
」
と
思
い
を
語
る
佐
藤
さ

ん
。
今
後
は
、
外
国
人
向
け
に
英
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。「
や

り
た
い
こ
と
の
中
か
ら
優
先
順
位
を
決
め
る
こ
と
が

本
当
に
難
し
い
で
す
が
、
み
ん
な
で
少
し
ず
つ
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
将
来
は
、
旅
館
ご
と
の
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
訪
れ
る
全
て
の
お
客
さ
ま
を
小
安
峡
温

泉
全
体
で
お
迎
え
す
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
連
携
と

対
応
が
で
き
る
、
一
体
感
の
あ
る
地
域
に
し
た
い
」。

　
『
お
客
さ
ま
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
の
強
い

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
女
性
た
ち
の
活
動
。
今
と
将
来

を
見
据
え
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
更
な
る
情
報

発
信
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
い
う
成
果
を
生
み
、
目
標

に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ひ　　と

第　

　

回

百
十
八
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さ　

と
う
と
も   

こ

女
性
視
点
で
観
光
地
に
誘
客
を
目
指
す
活
動
を
続
け
る

小
安
峡
温
泉
き
ら
め
き
女
子
会
会
長　

佐
藤
智
子
さ
ん
（
56
）

　和やかな雰囲気の中、実際の会話で使う「生
きた英語」を学ぶ英会話講座。講師のデボラさ
んは「完璧な会話よりも、コミュニケーション
を取ることが大切。皆さんの温かな思いに、外
国人は喜びます」と笑顔で話していました

　多くの人に小安
峡温泉を知っても
らいたいと女子会
で企画・製作した
観光マップや地酒
セットなど
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